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多摩から江戸・東京をつなぐ水循環の保全再生第3回シンポジウム

市民が選ぶ玉川上水・分水網の関連遺構100選

一玉川上水・分水網にまつわるお宝をみんなで次の世代に伝えていきませんか-
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3.市民が選ぶ玉川上水・分水網関連遺構100選

4.玉川上水・分水綱の関連遺構100選候卒

5.玉Ii止水・分水綱の関連遺構とその構成

今後の展開について

2018年12月1日

玉川上水・分水網を生かした水循環都市東京連絡会



プログラム
開演:午後1時うq分

総合司会 須磨佳津江(キャスター・ジャーナリスト)

主催者挨拶 田畑貞寿・(玉川上水・分水網保全再生連絡会代表)

1.シンポジウムの趣旨について

福井 恒明(法政大学江戸東京研究センター・外濠再生懇談会)

2.報告

報告(1)「玉Ii止水・分水網関連遺構100選」一

西村 幸夫(プロジェクト未来遺産委員長 神戸芸術工科大学教授)

玉Ii止水分水網100選を読む:真下 祥幸(江戸東京博物館学芸員)

報告(2)「玉川上水・、分水網の関連遺構と試験通水を巡って」

山田 正(玉川上水・分水網を生かした水循環都市東京連絡会代表 中央大学教授)

(休憩)

3.パネルディスカッション

「水の縁でつなぐ玉川上水・外濠・日本橋川」

司会:谷下 雅義

パネリスト

西村 幸夫

真下 祥幸

障内 秀信((法政大学江戸東京研究センター特任教授)

竹村 公太郎(日本水フォーラム代表理事)

山本 素人(白本橋再生推進協議会 水辺再生研究会理事長)

今後の展開について(事務局)

終了:午後4時一
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灘∴土呂旦離、レ章畔媚軍営(乙)

ー頚推些’轟宰秦郵弾頭輯駒準・韓湘臨帯国

劇圧打乱車眼調速

Ⅴ阜遵奉弟や壇科筆舌燕琵制空埋草

ユ「意義討て音哲理牢甜離職即事若車掌龍拝辞昂砧薄護二軍謹羅態働平幕嵩置寝煮睦事妃端

午車掌出ず巾か悌辞主干草錨稜点

描上巻幸組母謡叢三並轡一割、千一詳Y-辞典脚色手綱亀持薬弼封閏エ「岩言直

二紬薄型受璃閏.「蛙蛙曲亭挿誠密曲薗団“ユ登載圏写予言軋端軸韓等喘鳴帥暗

躍割闘軽重砥、土崩郡脅予言さ難事祖重殺馳一向首聾や閥務聞耳珊五両琳∃欄諏船主

〕コ壇百舌雪,師勝㌍噸轍韓国輔臨調網棚脳髄駈嘲酬仁極目掌岬呪瑚轄
当一

旗髄抽馳輯郎噛珊瑚樹関口粧蠍距悌瑚脚部殖貌姉冶郎爆雷植輔弼
土貸繍五千宮上鞠艶畢輔弼畔拇駒土青草軒関野周章二軍軸珊雌輝剖膳調瓢勧

善青摘草珊軸駒鳴揮畢叫華、刊醍遠島堅物卿翻輔弼摘草輩醜聞蒋一押印1謡
く葦翠轍藍主単助手聖高丸型雫髄

鞘亀井碓「里縞関口萄離陸雄一卸昨専融掛軸印章騒魁型隷鄭聴洋靴は′描

鵬悶蠣殻抵軸馳軸麒地主「翠案を二帝団哲樹也軸脚囲う∴灘雌’揮尊書粁丁帥江

華息隙陶絹に打電寝垂虹瑚漑踊専制洗脳麒

尋埋言、車軸噂罷鞋主「駐韓宵理工嘲“栂Y〇㌔毎魯堪能、三雄千号車幅鞠配球駈

軸艦嘩晦醇ユ心持草地一轟轍悌弥鴻田隅的珊岡津、署搬薮蛇寧遊離軍国刊笹言辞姫

・○直す遜寵的劉亜・鰐駿盤艶準轄鞠、卑坤♯再“看=埴ご腫離

宮と薫き少で虚脱護踏埠輔二蟻醗鯛や醍詩的や中軸圃場接頭鮎謹市郎阜苛性、時雄

巨生し垂葡卒を略鞠紬華玉串堵也誹鵠掛地心篇灘寄航翻せ軽挙個曲坤呼皐曹印二

軍や竜胆

韓濃艶で彊壁埠愚母「再議⑩専常世宕辞要せ帯弼推脚注珊韓国弼粕軸虹一触一五、

箪一葉豆制輔弼哨燭藤掲準、対韓寺「那珂醇詐肺輔弼印可桶鶴輔弼輔弼騎

∴慨箪笥蹄睡舶耀顕懐き離非’苗滑翔畢顎諦耕土事飽軸瞭一群却寺子如掌岬音数鵜馳

斡隷潮抑晒載網野早耳手当官軍や毎時覗勧盲呼洋馬拉呼諦エ「轟鍾半群廿軒【呼を

持て事臨時五号舟母睡瓢箪毒草ご堀部郵亀討堆、軍事聾襟輔“

物理韓、測義博暗、主千草離陸施療曲亭草色岬を島’“享単五増拝観常在難曲時事〇割呼

†阜軍営呵∵圧田帥駈ナ粛“宵瓢都碓姻婦謝∵

音譜軸轡掛二滴熊駈碑蝉謹艶粋璃鴇轍野草劇距盟畦審判ユ¶割振昧憧翻脇瑚並二

二百軍部丁で国軍親追跡i嶋捜津、屯、

堵蜂婚軍票紳鵬鯉阜撞軽ぺ刷謡籍噌弼皿駈麟若輩を母指班一重理事陶鼠

雑一畳♯空目羊頭肇千国(し)

々一斗烹〆’し



(3)特別区長会長 西川 太一郎 様

ご 南 い き つ

絹別区茜会費衰

与謝I瞳覆 西棚∴嘉一郎

多摩から濁声・駕京をつな呼水砺忠の保全と南世笥尋図㌢シポ半日心の輔種を嘘か

ら醇慶び申し上げ暮す。

私たちの集らず東京賭場入印.4関万人に追善世辞宙誼砂東都市電あると射こ鴨「氷∴

の蔀、榛東」と印幡れる二面も籠っ輔覇的な都市で埼印赫坑今も∴装束別事lや運河

劇毒〇番く時人在輔絢を乗せた船が指事変っており†諒や曲隻語に欠かすこと脚で碧

ない雅景となっています古称だもが∴鐘かな氷海親の盛幕を華壁できる偶も、先人蓬が

諾々な苦蹄毒素固辞尭,染書上げて巷た蹄産があるかちこそ控と日々感櫨でお撮まず裏

罫川上水教分水網iま言記章に哩屯人々勘生活基盤車費え、寄魯おる掛水は農業や工業

警部二五利用され、患業鎚掛二束善く寄与し、今日の寓話集霞の軸と挫骨た丑と総の回虞

であせ潰す。そこで育まれた理か坑告競置恕忠・軸じiま、培茄櫛無間二時ふことのでき

るレガシーであります寄菰人選かち聴されたこの藍か春水鶏頭垂活かし歯が酋荻世相こ

引菩提ぐの麿、諾々観世舶責請です車

軸嘔慶事で毛、慕轟謡婦長室、瀧琉都町村会と遵接し、「私営坤東京鶴温脚偶蹄止

プロ輩ユタ塙としで、都内金曜市区町村拒γ回丸と車種で次世相こ忠臣輯塙を拝すた

め冊嘲り細敦各行つでお早生曽線と志を同じくするも冊と思うでおり幸す。

厳秘こ塗りますが、本島のむンポジ串ふ薔主聴き丸善した、「五胡上水■貌水間を堂

かした水籠環都市東京連語霊」の山国通先生をはじめ、関係申普練直鞋力に破糟を熟し

菩すとと軸三。この取郭親弗が泰束脚東京への糧となり暮すことを嵐山善臣で、乱から

捌挨轄七重ぜ青いただ事ます。

(4)福生市長 加藤 育男 様
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詳掛軸蟄醤埋呼軍費’

くせ茎「書、l埼講書卸雌辞、畠中「自費噺三

春芋や萱草こせ革概姫聾阜韓阜軍拡鵠軸脚韻、青桐音看官埋患部囲一事噂嘲

能搬避雷阜轄羽帯鞘璃盟’痛苦割随拙僧離粛軍一畳革轟野護持約二か帝王

節理暑申開秒斗艶艶捌痢言出Yト●蝉呼憶説薗軍ふ掴コ愕鞠助勢聾呼埼壊酋

日中喜敬啓星畿叢勧尊母捜貨着帯串古

尊号こか晴高雅副畠割出楓的親、再認雌畢菰輯同年輩二°庫持主心電苛聴轟

蒋頚軽電号音畢東宮覇者重昂頓言直Y互寧寵土壁蝿、間際準革嘩掃討「‡二

心畳「苗皐ユ埋叢「醗註1キ曲事、嘩喜立曲者言上埠準二門早覇励み劇

苫輩草鞋塙聯甘雪増‡里、前聞坤持寄坤二円I僅‡ぼっ醍理電離尋揃難聴

口車雷門宗主を百五萌芽剖輔∵掛軸

的す互井霊イ諸国篭鱒「両理事瀞噂籍艶恥‡嘩尊卑掌辞小量垂句碑轟零」

難∴学割〇割習∴普里地平輩(9)

丑事1娼聾∴替馴幣

園丁日吉世事鵡富野遠

や卓軍馬諸事1玉串尋市議

号卸「硯辞、ユ「葦「号巨青等塊垂鶉蛍琴曲を琵手駒認ヱ勧常鵠轟蹄

幕鞠闇三種諏鞄見物親善宗、音骨等藷青田平を詫直売互華、ニ舶轟

身上苦心尊王亀避雷を告辞営避二時雷

管甘藍日韓=憫原曲‡唾囲一轟音雷、音主「革翼轟董軸苛酷厚醍呼嘩

曲を号坤刊i倍、高市二地雷、缶壇〔主唱曹哩喜撃韓揮「羅舶丁雑

報蹴凱輔弼鴫言や副書腫」群立甲車重専売尋的国号寄土筆壇暫畔

埠豊曲率刊畦重富串言辞常田酵掌理艶、荘帝執議事堆軸や類句堪

二脚徹時制I嘩苛甘軸旺革牢毒鶉鞄輩的垂訓1悟主軸=胆輔聾

今上葦角帝王ま革言開霞富雪盲

卦咽持岳卑語二慨属地う善し主「耳鞄卸「罷蒔、平電報唖拝玉串

囲毒埋難曲苦等去韓謹、土讃唾官撰壇遁辞争艶、増車刊i`腫翠己革

言説也諒闇題額遭、「域静電埠槻溜埴聾碧二伸等柏里醒十王己垂

心王事買手ご生計主恒常二)躍、熱闘吉和町缶詰出べべ

国富襲「市費奇説曲醒勘畔も革己牽連理・貞悪事葦薗毒」笥掴率

灘∴左耳∴呼璧一営団iI耳(雪)



(7)小平市長 小林 正則 様

重爆から狂蕉靖京をつなや出稿寵蹄爆室と密室

シンポ密事ムにませて

十重麿から紐声覇を曹蜜や東締環の唐金豊田輩」第富国

シシ龍革労ムめ開催、翻こお隣でとうご軌、ます‡

園蹄典蟻であ着劃i王女やあそ捗紳輔の蛭鬼的価檻を璃鞄

をの保全置再盤を図る三郎乱これから申成東におけ愚昧と.

緑靖鵜穿ちづ調」伸上か愚も串輩濃蘭謝、もの糀思い

接す。

夢今回塙汁打球野中心層、そ、した蟻避雷雷車窓す諦薗てい玉

もめと期待して薬草患丸

捷重めさら括る発愚生皆鵜のご馳騨ご詰問を指揮り申し

上野柴畔を

平成3〔年‡望月意中

憫中毒塾

(8)小金井市長 西岡 真一郎 様

客韓から注戸,東京書中なぐ水砥球仰捉壷と再生

窮重囲シンポ㌢サムへ奉加きれて巾着皆樽

本田お辞去骨掃皆樽新二は、圏域より。見川上水精華永輔
を生かした来聴璃却市東京のあや方を鰊葦活動中で地域租歴

史を克子蛸を稀鶴蹄に活用しようときれ石蕗轍を通し、東京

都体重展、牽辟地域の発展珂ためにご尽培い長瀞博で護やま

す三善に灘‡敬意を表します曾

春田は、挽堪租に竜・韓,すべき昔時もしい玉川上水〃昔薄絹

の睡蓮遭辞に÷幕臣でのオンポ葦中富打開「享で指やます。

小金井市内にも牒補拉,があること棺、玉川上水菖馬の分水

銅が、洗戸睡塙の武龍野の放棄に思いを隠せるこ凄槻できる、

次世代にも親したい地蟻.扮宜であるヒ認識してお里ます私

卓二とっても尭鹿に喜ばしい恨事やございます。

重刑上水と分水綱がもたちした求婚環による璃永諦番械,

能帰敬.醇を望む穿く蹄市民がいろ当市にと争ましても、在ふ

ン薄井サムが、王朝上水の持つさまざまな魅力阜二脚光を品で、

再び世界に蜂名水都求,京押形成に宙i患純音ものとなること

を抽特車たします。

韓がに、ご来堺抑皆掻方並びに関藤杏の皆糠方陣曇随勝と

ご聾幸を心島中担静句申し上げます。

平成窒慣牽き蜜月冨田

正金綱島重岡喜一畢



昔虫誼言
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(11)新宿区長 吉住 健一 様

動醇から江戸1寵京をつなぐ嫡環の撫台と寓蛙 緋固シンポジサム

◆匪辰メッセージ

「却山水・分水紳」に関わるシンポザ申ムの開聞きめでとうございます。

新宿ほでは、「玉川上水」を米系に引言継ぐべき霞鞠輔の財膳と鮭罷雪げ、

新祷御苑に給う鰊歩道に、かつて通解を滴れていた輯川上斑を握ぷ流れを帝

現し患した。区民に親しまれる散夢道であるとと勘こ、歴史的なシソ葡トで即、

那覇こおける水循環と生物多様性仲田樹こ貢献するものと考えておりま串

本シンポジウムのご盛会と、ご繋加の曹操の並々のご発展を掃射1たし霊草。

新精医長 割鞭に

(12)中央区長 矢田 美英 様

お祝い

中央大学理工学部都市環境学萩 山田研究室

水損環都市南京シンポジ串ム実行委員会 蘭中

「多摩から江戸・東京をつなぐ永続環の保全と再生」第3団シンポ

ジウムが開催されましたことを心からお祝い申し上げ百九玉川上

水は、江戸のまちの繁栄を鼻毛先達襲なインフラであれその運輸

を躍らせ幾世に引き継ぐ活動は大変意義擬いことと存じます。

本シンポジウムの成功と薗会のますますの韓展、蕾き亜方のご耀勝

〃ご活躍を心からお祈り申し上げま玩 中央区長 矢田 黄葉
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(2)組織とこれまでの活動 .

玉川上水・分水網の保全再生のため3回のシンポジウム開催を通して、

大学・市民(団体)により玉川上水の羽村取水堰から隅田川に至る自然の

流れ(自然流下)に沿った連携ができ上がりつつある。

さらに、玉川上水を軸とした分水綱の連携の輪も広がりつつある。これに呼

応した自治体のネットワーク化の動きも見え始めた。

玉川上水 分水網を生かした水循環

▼代表 山田正(中央大学教授)

2016,05.21設立

市東京

シンポジウムの経緯

本テーマ

「多摩から江戸東京をつなぐ水循環の保全再生」

第1回シンポジウム2016.10.08へ10

(東京都議会棟、講演会場、ギャラリー)

」武蔵野と江戸下町の連携一

第2回シンポジウム2017.8.19

(東京都江戸東京博物館大ホール、日本橋

川船上視察)

-玉川上水・外濠・日本橋川の試験通水-

第3回シンポジウム2018・12・1

(法政大学富士見校舎)

-市民が選ぶ玉l「止水・分水網の関連遺構-

表-1玉川上水・分水網を生かした水循環都市

東京連絡会の組織構成

総括実行委員長

実行委員長

実行委員長

実行委員長

実行委員長

山田正(中央大学教授).

陣内秀信(法政大学教授)

天野光一(日本大学教授)

宇野求(東京理科大学教授)

沖大輪(東京大学生産技術研究所教授)

の保全再生

代表 田畑貞寿(千葉大学名誉教授)

武蔵野を中心とした自然歴史文化の保全再生に係る他

分野の有識者・市民団体代表のネットワーク)),

玉川上水ネット

代表 西村 弘

玉川上水・分水綱の保全再生、利活用に係る市民団体の

ネットワーク(23団体6個人 会員 約2000名)、

日本橋水辺再生研究会

代表 山本 泰人(海苔の山本社長)

日本橋再生推進協議会の中で特に水辺再生、水辺の有効活用

について活動

濠再生懇談会 

代表 陣内秀信(法政大学教授)宇野求(東京理科大学教授) 

外濠の水質改善,道路・公園のあり方および周辺のまちづ 

くり、景観のあり方について検討 

9 

・2014.12へ2015.5大学リレーシンポジウム開催

・2015,5水循環都市東京宣言

・2016.12.国土交通大臣,都知事宛要望書提出

2015.5.29 玉Ii止水・分水網を世界遺産・未来

遺産へシンポジウム開催

・20l6・12・国土交通大臣.,都知事宛要望書提出

・世界遺産準備会から名称変更

・2011.7 玉I【止水ネット設立

・2013.5 玉川上水リレーウオーク,シンポジウ

ム開催,自然観察会等開催

・富2016.12.7未来遺産登録

・2008 設立

・日本橋川の浄化活動,イベントを開催

・第2回シンポジウムから共催

・2016 設立

・周辺の大学,企業、町内会等で組織

・.外濠市民塾の活動とも連携
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(3)選考委員会による選考

市民団体により選んでいただいた情報には地域的な偏り,活動区間中間点や

重要とされている情報の欠落・明らかに誤解と思われる情報等が混在している

可能性がある・このために,各分野の有識者により選考委員会(表-5)を設置

し遺構に関する情報の確認の作業を行った.

選考委員会の情報整理にあたっては、まず次の基本的事項を確認した,

①市民が選んだ関連遺構,重要遺構はできるだけ尊重する.

②玉川上水本線の分水口等の系統的に理解できる遺構はできるだけ整理する言

③分水名筆は,明治初期の合口事業以降を基本としてできる榊ナ体系的に整理臆

する。’

④明らかな誤解あるいは,疑義のある遺構さらに私有地などで混乱が生じる遺

構は除外する。

さらに,次の方針で各選考委員の方々に遺構情報の確認をいただいた,

①市民が抽出したすべての情報についチェックいただき重要と思われる遺構を

各々の視点から評価する。

②市民が重要遺構と評価した情報について,再度確認いただく.

③玉川上水・分水網の全体系を理解する上で特に重要となる遺構情報を追加提

案する∴

④この評価に基づいて、市民が指摘した情報、委員の提案した情報について2

以上の賛同があったを遺構を100選候補として取り上げた。

専門分野 お名前 所属等 
歴史文化遺産保全 西村 幸夫 プロジェクト未来遺産委員長・神戸芸術工科大学教授 
河川工学・水文学 鼎信次郎 東京工業大学理工学部教授 

土木史 知野 泰明 日本大学理工学部准教授・土木学会土木史委員会委員長 
多摩の歴史と文化 真下 祥幸 東京都江戸東京博物館学芸員 

自然環境 開発 法子 前日本自然保護協会事務局長(・リスの家代表 

武蔵野台地の水利用 小坂 克信 産業考古学会理事 水車と自分会代表、立月怖史編さん委員) 

江戸の水文化 山本 泰人 日本橋再生推進協議会水辺再生研究会代表 

表〇・5 ′選考委員の方々
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(4)関連遺構100選候補の選定∴

2度の選考委員会と資料の持ち回り審議および、関連市民団体へのヒヤリン

グを経て最終的に、表-6に示す106点を関連遺構100選とした。このうち

約半数は市民推挙と委員3人以上推挙があった遺構である。

今後この遺構を基本にデーターを精査し、最終的納100選として公開したいと

考えている。

選外 100選_遺構 計 

選定点数 1点以下 2へ3点 4点以上 小計 

本線 45 20 23 43 88 

分水路 105 41 22 63 123 

計i 150 61 45 106 211 

表-6 関連遺構の選定点数

一方、これらの選定ざれた遺構を10の種別に分け、本線・分水に区分して特

徴を見た。この結果、次のような傾向があることが分かった。

・このプロジェクトが関連遺構としたこともあり、本線,・分水とも水路の特殊

な構造の指摘が約1/4を占めていた。

・本線・分水とも水路の泉水などを含む水辺利用が約20%となった。

・本線では分水の比べて街道・橋梁および水道の関連の遺構が多く挙げられた。

・.これに対し、分水は水利利用、新田開発などが多く挙げられあがられておりこ

生活に密着した遺構が大きな特徴となっている。

l.氷 え言慣音 親衛 ふ言語 i聯曲 正邪 了.拡 軌言弗 宣言駐 言的∴史 
岬 緒能 理経 追捕 串間 利用‾ 垣簡 当館 塑聞 辛や自 縦?碑 

奉想 ∴∴軸 
9 ふ 
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分水 2宰 2了 

且 ∴了∴ 合 了篇 

‾餌 

臆0 〔説 

t 個 ∴15 12 
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表-7 関連遺構の種別区分
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今後の展開に向けて、

臆玉川上水・分水網の関連遺構から保全、再生へ

市民が選ぶ玉川上水・分水網の関連遺構の調査を通じて次のようなこと

を改めて確認することができた。

・関連遺構は武蔵野台地m低地、下町に広く分布しており、地域ごとに

今もなお市民の間で語臆され、継承されていること。

・また、分水の地域毎に孤立していた玉月止水・分水網の調査保全活動

が、玉川上水本線の水のご縁で歴史的にも地域毎にもつながっている

ことを改めて知ることができた。

・しかしながら、玉川上水・分水綱の関連遺構失われつつあることも実

態であり、100選の遺構選定を契機に保全再生さらに、利活用の方策

を講じることが望まれる。

・このために、関連遺構調査に参加いただいた市民団体および、自治体

との連携を促し、保全再生の活動を展開することが必要となる。

音玉川上水の河川水通水からグノーンインフラの形成へ

・分水網関連遺構の保全再生は、基本的には玉川上水の水と緑の保全再

生と連動していなければ単なる干からびた遺物となってしまう。

・既に2回のシンポジウムを通じて、お濠や日本橋川の保全再生、安全

な都市形成のために、緊急的に多摩川から玉I「止水さらに、お濠・日

本橋川までの導水が不可欠との認識が深まりつつありる。.

・この想いはさらに、外濠の市ヶ谷濠、真田濠の再生さらに、都市水路

による連携の可能性も秘めている。

・このような、台地側の分水網の保全再生とあわせた、東京都心部の新

たな水利システムの基軸として玉川上水の河川水通水が強く望まれ

る。

.玉川上水の保全再生は、台地・低地をつなぐ河川水通水が基本であり、

その上でより安定した快適な水辺環境へグリーンインフラーを創出

し、次世代へ引き継ぐため、今後も積極的に活動を展開する。

2l

玉川上水・分水絹の関連遺構に参加いただいた市民(団
体)の方々の熱意と暖かい想いに深く敬意を表するととも
に、こ協力いただいた皆様に改めお礼申し上げます。




